
MOT入門講座は、MOT（技術経営）に対する理解を深めることが目的である。現状では、MOTに対
するニーズはそれぞれの立場で異なり、求めてくる情報も様々である。そのためか、立場に応じて
様々な解釈でMOTをとらえているとも言える。
本講座では、学識経験者、実績のある経営者など、様々な立場での最高レベルの論者を講師に招

いて、MOTに関する新しい戦略と課題を広く学習する。

一般社団法人 日本MOT振興協会

●場所：如水会館（東京都千代田区一ツ橋：裏面に地図）

●日時：２０１０年５月１９日(水)  １３：３０～16：4０

第３回

〒104-0028 東京都中央区八重洲2-11-6 川昌八重洲ビル２F
TEL：〔03〕6225-2411 FAX：（03〕-3274-6085 http://www.motjp.com

〒101-0003 東京都千代区一ツ橋2-1-1   電話 03-3261-1101(代)

□ 講演
■ 内外経済情勢と今後の日本

渡辺 修氏 （石油資源開発㈱代表取締役社長）

■ グローバル時代のMOTと大学改革
安西 祐一郎氏 （ 慶応義塾学事顧問（前塾長）・大学理工学部教授）

●参加費：無料
●申込方法：FAX（裏面の申込書に記入）またはEメール(kodaira@motjp.com)にて、

氏名、会員・学生・非会員、所属、住所、電話番号、eメールアドレスを明記してお申し込み下さい。

入 門 講 座MOT リーダーのための技術経営戦略スクール

【講師略歴】 渡辺 修 氏
1964年東京大学法学部卒業、通商産
業省入省、内閣総理大臣秘書官（竹下
内閣）、貿易局長、機械情報産業局長、
産業政策局長を歴任し、97年通商産業
事務次官に就任、99年退官、2002年日
本貿易振興機構（ジェトロ）理事長、07
年石油資源開発㈱代表取締役副社長、
08年同社代表取締役社長に就任し、現
在に至る。その間福田康夫総理外交ス
タディ・グループ委員等を歴任。

【講師略歴】 安西 祐一郎 氏
1974年慶應義塾大学博士課程修了。
北海道大学文学部助教授、慶大理工
学部教授を経て、93年慶大理工学部長、
01～09年慶應義塾長。現在、文部科学
省中央教育審議会大学分科会長、高
度情報通信ネットワーク社会推進戦略
本部（ＩＴ戦略本部）本部員、日本学術
振興会 評議員等。その間、日本私立
大学連盟会長・日本私立大学団体連合
会会長、内閣府教育再生懇談会座長
等を歴任。

一般社団法人日本MOT振興協会

【事前登録制：定員80名】 受講前（１４日（金））までにご登録下さい。先着順で定員になり次第、締め切ります。



●氏名： ●所属： 、

●住所： 、

●電話番号：( ) － ●eメール： 、

●会員区分：[ 会員、学生、非会員 ] （該当するところに○を付けてください。）

＜申し込み＞ 下記項目に記入の上、FAXまたはeメール（kodaira@motjp.com)でお申し込み下さい。

●場所：如水会館（東京・千代田区一ツ橋）●日時：2010年5月19日(水)  13：30～16：40

MOT入門講座（第３回）

□講演
１３：３０～１５：００ 内外経済情勢と今後の日本(石油資源開発㈱ 代表取締役社長 渡辺 修）

●加速する世界不況からの脱出努力
●激化する官民一体の国際競争
●資源・エネルギー・環境分野の大変革
●問われる日本の国際指導力

１５：００～１５：１０ 休 憩 （コーヒーブレイク）
１５：１０～１６：４０ グローバル時代のMOTと大学改革 （慶応義塾学事顧問（前塾長）・大学理工学部教授 安西 祐一郎）

●今こそ高等教育強化の時
●グローバル化する大学と「知」の世界
●少子化で高まる大学間競争と淘汰の波
●SＤM研究科とMOT教育改革

●予定プログラム

［ 如水会館の地図］

＜アクセス＞
・地下鉄東西線竹橋駅下車 1b出口 徒歩4分
・地下鉄半蔵門線神保町下車 A8・A9出口 徒歩3分
・都営地下鉄三田線神保町下車 A8・A9出口 徒歩3分
・都営地下鉄新宿線神保町下車 A8・A9出口 徒歩3分
（神保町Ａ９出口は白山通りの反対側になりますが、
エレベーター・エスカレーターが利用できます）

★首都高速道路・・一ツ橋・代官町・神田橋
インターチェンジをご利用ください。

〒101-0003 東京都千代田区一ッ橋2-1-1
電話：03（3261）1101（代）

一般社団法人
日本MOT振興協会
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